
その壱 本嵐 を歩 く

講師 ロロ義え

千咸24(2012)キ 2月 18日 【上】午前9時スタート

主な几どころ

1、 高峙城跡

市街地に一番身近なJ滅跡.通称「本庄富士」と呼ばれるヱ成に山給跡、空堀、

二塁が残る。ん根続きに「九日ヶ峠」の地名があり、そこにも由輪跡がある。

地業には九日ヶ辛成二彩原産奥守、オ佐左膳等の名が記されている。

2、 着佐左膳の基

九日ヶ幸成二と伝わるオ佐左膳の妬塔。一部にコゴメ嬌巣の水給が今まれてい

る。左膳は外分青ヶ城ユ皆内山雲守の家老と伝わる。

3、 町部工方基

町部家6代藩ユエ事の3男 で几工義の後を筆いで9代 日の藩二となった。慶庵

3キ (1867)11月 22日 、20歳でえ去。三キ 1月 9日 小丸山に仮埋葬され、三

明治2キ 8月 、この地に工式に埋葬された。

4、 本庄八椿洋・円照寺

本庄は彩原本庄とも赤され、借後彩原氏の名子の地であった。八椿神社の社晨

後ろに彩原氏の先れ千貞豊をれつた貞豊霊社があったという.円照寺はえ焦野

にあり、渡辺氏の茂常今に現してこちらにitっ た。明治えキ 1月 9日 、長州の

ん兵離が眸を表いたところである。
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明治30キ測量の産地測量部発行の2万分の 1地形国



参考責朴

『脅借名区』(丈化えキ馬屋原重帯の著)深津郡本庄村の描姜

産社八幡 言

貞豊霊社 八椿営本晨の後に小和あり、九日峰城ユ彩原睦奥守先れ、鎮守府警

早千貞豊の霊を通し羊Fllし て祭ると云うなり。

九 口ヶ峰城

彩源睦奥守

時代キ記分明ならす、すべて伝なきは分明ならぎるものなり。

着浅左膳 一本方佐

沼隠郡外分村城二、皆内出雲守家士と云う。

高Jt城

浄永諸国記云。應存戌子、二使未朝、書借後州高特城二夫警早源朝臣政え、以

常貞国接待 .

彩凍刑部盛頼

彩原椿磨守豊重一族、わめ高峙刑部と春す、弘治ニキニ月、本庄立前守を計十

し、鶯地山の成に移る。

日 式部 豊頼男

飛地 山城

本庄立前守 日 四郎兵衛尉清一

弘治ニキニ月、高特刑部不和に及ひ高持を■めんとヤキせしが、戦ひ負け、豊

前守討死しければ、高特追ひすかふて飛地山にキキせしに、清一山城浪人す。

後清一男か孫か水野家に動仕すと云へり。

彩源刑部豊頼

本庄計死の後、当成に住し、高特城合せ額す。

日 式部

彩原豊重伯州に移るに従ひ行き、後、え豊減士の時、浪人すと云.
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